
計
み
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吠
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三
蕊
強
完
一
ご
う
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汽
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寵
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ご 畔 二 壱 ① 泰 守 ｓ 認 計 奔 汁 離 ｓ ｓ 汁
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演 陛 ｓ ｓ 壁 季 降 芳 酪 酸 一 号 で 率 舜

Ｊ 内 廓 ジ 蝶 酔 副 吠 で 浄 潅 牛 ｓ 粁 畔 〈

浄 寺 宕 一 』 逗 僻 誕 毒 号 簿 塞 議 へ 毒 い 鐸
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一 市 滞 Ｊ 蕊 ぺ ） マ ペ 一 一 ， １ 幹 離 ｓ

一 一 ペ ｓ 行 ご 坪 弐 壱 童 ） マ 瀞 琴 侭 除 き

奄 汁 乳 罰 蝶 鱈 嚇 ｓ ｏ 一 ｎ 代 Ｊ ①

一 一 で 少 Ｊ 代 諜 部 竺 岸 べ 虐 酪 ぺ 毎一 匿 計 山 舜 ｓ Ｊ 餅 薩 Ｊ 雪 × 鴫へ 郎 令 が野 ｓ 酔 代 再 〈 》 季 尉 娠 知 詔 詫 龍 詣

） マ ン 署 唾 剖 ｓ 誉 Ｊ ペ ヰ 〈 憲 庁 誉
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圃
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工
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＋
蝋
計
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魁
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+
勤
斗
へ

Ｓ
Ｈ
Ｅ
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ｑ
ｌ
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拙
き
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十
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－
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
☆
か
ど
も
と
み
の

も

″
ウ海

ＬＪ

壁

活
気
づ
く
ウ

闇撰 エく頚

ウ

ス
ト
．

孟一

オ

船 〆

■

iiiiｒ 港

。割冒腰零雷

る

コ
ウ
ス
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目
館
側
記
″

川
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文
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写
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＝面寺

睦

；夢
、
僻
唖
調
噸
蝿
些
一
一
口
Ｐ
雷
寺

－
タ
ー
フ

せ
る
、
ン
Ｉ

ムン船機イ
と夕ののク
ホ｜着マル
テにくりロ

ｌ
Ｕ
Ｎ

剖

一身-Ｆ、胃画昌

画
雪
雲
弓
。
二

蕊 識

難
鵬Ｍ

ン
。
港
に
突
出
し
た
ス
タ
ン
レ
ー
公
園

百一国

‘一一 ･ ず

☆
シ
ア
ト
ル
か
ら
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ

、
「
あ
ら
ノ
．
こ
れ
神
戸
の
マ
ー
ク
じ
ゃ

２０Ｊ
な
い
の
」
・
成
田
か
ら
飛
行
機
で
８
時

麺
間
応
分
。
ア
メ
リ
カ
へ
第
一
歩
を
記
し

元
た
５
月
２
日
、
シ
ア
ト
ル
の
タ
コ
マ
国

〃
際
空
港
の
出
口
の
ガ
ラ
ス
壁
に
垂
れ
下

↓
が
っ
た
赤
い
幡
と
石
灯
詑
を
目
に
し
た

ｆゴ
ー
向
が
驚
き
の
声
を
挙
げ
て
見
入
っ
た
。

半
こ
れ
は
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
神
戸
か
ら
の

率
贈
り
物
で
、
嬉
し
い
演
出
で
も
あ
る
。

↓
北
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
（
カ
ナ
ダ
、
北

訓
緯
印
度
に
近
く
南
樺
太
と
同
じ
）
ま
で

塞
皿
町
で
走
行
す
る
バ
ス
で
約
３
時
間
。

礎
蔀
瞬
時
に
シ
ア
ト
ル
市
街
を
抜
け
車
窓
の

諦
拷
唯
雲
浄
浄
岬
池
茄
搾
渥
遡
哩
旭
』
一
Ｉ
ド

バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
、
日
本
と
相
対
す

る
北
米
大
陸
西
岸
に
在
る
の
だ
が
余
り

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は
な
く
私
の
予
備
知
識

に
も
〃
２
年
前
に
世
黒
坐
父
通
博
の
開
か

れ
た
北
の
港
街
〃
程
度
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
着
い
て
び
っ
く
り
。
周
辺
を
含
め

卜
剛
万
人
の
大
都
市
圏
を
構
成
し
超
近
代

”
的
な
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
カ
ナ
ダ
の

一
札
経
済
・
文
化
の
中
心
地
と
も
言
え
る
街

奔
挙
詮
捕
遁
多
汚
式
七
私
拝
氷
嘩
緬
和
群
議

》
》
硯
詫
岬
鎚
塞
地
岬
割
詮
維
御
鋪
恥
睡
銅

が
↑
に
ゆ
っ
た
り
と
し
、
街
も
緑
も
人
々
の

勿
ノ

封
失
心
も
豊
か
で
。
あ
る
。

ゆ
や
街
の
中
心
か
ら
一
直
線
に
港
が
見
え

鎚
北
る
バ
ラ
ー
ド
通
り
、
港
の
発
祥
地
〃
ギ

ャ
ス
タ
ウ
ン
〃
そ
し
て
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

の
外
周
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
サ

ー
ド
、
ク
ル
ー
ザ
ー
や
水
上

－
ナ
ー
も
在
る
。
大
型
観
光

ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
七

は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
定
期
船
で
過
分

の
北
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
。
２
年
前
に
オ

ー
プ
ン
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
水
上
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
海
鮮
料
理
は
夕
陽
や
夜
景

も
相
ま
っ
て
人
気
の
的
だ
っ
た
。

☆
今
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
顔

そ
し
て
、
西
海
岸
で
有
名
な
ア
メ
リ

カ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
昼
間
恥
万
人
）

へ
、
こ
こ
は
幕
末
の
一
八
六
○
年
に
戒

臨
丸
が
幕
府
の
新
見
正
典
や
勝
海
舟
ら

の
使
節
を
乗
せ
て
初
め
て
訪
れ
、
昭
和

魂
年
に
は
吉
田
茂
首
相
が
渡
米
し
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
調
印
を
、

堀
江
青
年
が
マ
ー
メ
ー
ド
号
で
初
め
て

太
平
洋
横
断
に
成
功
し
同
諏
年
８
月
に

到
着
し
た
港
で
あ
る
。

こ
の
港
街
は
、
南
か
ら
北
へ
伸
び
る

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
半
島
の
先
端
に
凝

縮
し
、
西
側
は
太
平
洋
で
東
側
は
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
、
対
岸
の
サ
ウ
ス
ス

ト
リ
ー
ト
へ
は
有
名
な
西
海
岸
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
・
ブ

リ
ッ
ジ
（
全
長
二
、
七
三
七
ｍ
）
が
実

に
団
年
前
の
昭
和
廻
年
に
架
か
り
、
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
ヘ
も
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
の
べ

入
口
に
は
地
下
鉄
の
〃
ウ
ォ

ロ
ン
ト
駅
。
博
物
館
を
思
わ

ル
、
コ
ン
ベ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ト
も
出
る
。
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詞

船着場とサンフランシスコの街( 尖塔状のビルが
トランス･ アメリカ･ ビル) - 沖合いより

Ｉ

港と街を１時間で回遊する楽し
いケーブルカー型ループバス
ーフィッシャーマンズ・ワープ

、等電

１－竜
．■

説わ戯涯R Z & 闇辱､ 、

琴
睡
萄

隻
の
帆
線
を
繋
ぎ
博
物
館
や
レ
ス
ト
ラ

ン
と
し
、
海
岸
通
り
の
旧
缶
詰
工
場
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
エ
場
の
レ
ン
ガ
の
建
物

は
再
生
さ
れ
、
こ
れ
に
シ
ー
フ
ー
ド
レ

ス
ト
ラ
ン
と
様
々
な
店
舗
が
入
り
観
光

客
が
足
を
運
ぶ
。
い
た
る
所
に
大
道
芸

人
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
音
楽
を
奏
で

て
飽
き
さ
せ
ず
、
特
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
ル
ー
プ
バ
ス
、
地
下
鉄
が
港
の
際
ま

で
走
っ
て
い
て
夜
中
ま
で
大
変
便
利
で

あ
る
。

私
は
ベ
イ
・
ク
ル
ー
ズ
に
乗
り
沖
合
い

か
ら
オ
ベ
リ
ス
ク
型
の
ト
ラ
ン
ス
・
ア

メ
リ
カ
・
ビ
ル
（
高
さ
畑
、
）
の
建
つ

市
街
地
を
眺
め
た
。

同
行
し
た
妻
は
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に

は
気
品
が
漂
い
、
こ
の
港
は
少
々
が
さ

つ
だ
が
…
、
で
も
神
戸
は
メ
ッ
チ
ャ
負

け
て
る
わ
、
港
も
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

一

兎に艮と馳倒筆渚

イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
結
ん
で
い
る
。

丘
陵
地
帯
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
ー

ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
へ
流
れ
て
い
た
霧
も
港

へ
行
く
時
分
に
は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
上
り
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
ワ
ー
プ
は
陽

先
が
降
り
そ
そ
ぐ
、
西
海
岸
の
独
特
の

カ
ラ
ー
を
際
立
た
せ
た
。

ま
ず
目
に
映
っ
た
の
が
港
に
溢
れ
る

人
と
ひ
と
。
か
っ
て
の
イ
タ
リ
ア
系
漁

師
の
波
止
場
は
加
年
前
か
ら
再
開
発
を

行
い
、
今
で
は
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
や
ユ

ニ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
ー
と
肩
を
並
べ
る

一
大
観
光
地
と
化
し
、
こ
の
街
の
顔
と

し
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
貨
物
船
は
東
側
突
堤
の
業
務
地
域

へ
集
約
さ
れ
、
臨
港
線
も
廃
止
に
し
て

開
放
し
て
い
る
。
古
い
波
止
場
は
板
張

り
の
デ
ッ
キ
と
し
、
特
に
〃
ビ
ア
調
〃

は
回
廊
式
の
木
造
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ

ー
ル
に
シ
ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
、
果

物
屋
、
若
者
向
け
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
２

Ｋ

フイツシヤーマンズ. ワープの名所" ビア3 9 " は木造を
強調し人気抜群- サンフランシスコ
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（
左
）
榊
オ
ー
ナ
ー

大
村
榊
と
の
つ
ぎ
あ
い
は
、
僕
も
か
る
の
も
遠
ま
き
に
し
て
兇
て
来
た
か
ら

け
出
し
の
加
代
で
、
神
戸
で
司
会
の
仕
こ
の
年
に
な
っ
て
会
う
と
ジ
ン
と
す
る
。

事
な
ん
か
や
っ
て
た
頃
か
ら
や
か
ら
、
大
村
知
り
合
い
と
親
友
は
違
う
と
い

も
う
弱
年
に
な
る
く
さ
れ
縁
や
な
（
笑
）
う
こ
と
が
今
頃
に
な
っ
て
判
る
ね
。

榊
昆
ち
ゃ
ん
も
役
者
に
な
る
前
、
僕
も
う
こ
の
年
や
と
守
り
の
人
生
に
入

も
か
け
出
し
。
二
人
気
が
合
う
て
、
東
尻
っ
て
い
る
か
ら
、
昔
の
友
達
大
切
に
と

池
か
ら
三
宮
へ
出
る
バ
ス
も
一
緒
で
、
思
う
し
、
誘
わ
れ
る
と
会
い
に
行
こ
う

急
行
に
乗
り
そ
こ
ね
る
と
怒
る
ネ
ン
。
と
な
る
。
今
日
は
、
有
馬
稲
子
さ
ん
の

大
村
僕
、
一
人
っ
子
や
っ
た
か
ら
ね
。
〃
は
な
れ
ご
ぜ
お
り
ん
〃
を
神
戸
文
化

ヨ
メ
は
ん
も
ら
う
前
か
ら
知
っ
て
る
古
ホ
ー
ル
へ
一
緒
に
見
に
行
っ
て
、
ネ
コ

い
友
だ
ち
や
（
笑
）
こ
の
間
、
神
戸
の
ポ
ち
や
ん
は
本
格
美
人
で
ね
。
ヨ
メ
は
ん

Ｉ
ア
イ
の
風
月
堂
で
、
米
朝
、
扇
雀
、
も
よ
う
似
て
い
た
の
で
も
ら
っ
た
ぐ
ら

雄
輝
、
織
大
夫
の
上
方
芸
能
の
会
を
一
い
の
フ
ァ
ン
（
笑
）
勘
三
郎
さ
ん
の
お

緒
に
観
に
行
っ
て
、
帰
り
の
ポ
ー
ト
葬
式
に
行
っ
て
、
東
京
か
ら
ト
ン
ボ
帰

ラ
イ
ナ
ー
に
乗
っ
て
。
新
神
戸
駅
で
ヨ
リ
し
た
の
に
榊
に
一
時
間
も
待
た
さ
れ
、

メ
に
パ
ン
の
み
や
げ
ま
で
買
う
て
く
れ
て
、
や
っ
と
ネ
コ
ち
ゃ
ん
の
楽
屋
に
お

て
、
駅
で
プ
チ
ブ
チ
い
い
な
が
ら
写
真
部
屋
見
舞
の
石
け
ん
と
パ
ン
テ
ィ
と
ど

の
搬
り
合
い
を
し
て
、
こ
れ
が
最
後
の
け
て
（
笑
）
二
蕪
目
に
な
っ
た
ら
榊
が

写
真
に
な
る
か
も
し
れ
へ
ん
で
な
ん
か
と
な
り
で
イ
ビ
キ
（
笑
）

思
う
て
（
笑
）
今
日
は
一
日
楽
し
か
つ
榊
何
や
起
し
て
く
れ
ん
か
い
ナ
（
笑
）

た
な
あ
。
古
い
友
達
に
お
ご
っ
て
も
ら
大
村
皆
は
僕
の
顔
を
見
る
ネ
ン
（
笑
）

う
な
ん
て
ぼ
ん
ま
に
気
色
が
え
え
（
笑
）
そ
れ
に
し
て
も
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
は

そ
れ
で
ち
ょ
っ
と
新
幹
線
で
る
と
き
は
気
を
使
わ
ん
と
、
昔
に
も
ど
っ
て
好
き

涙
ぐ
ん
だ
り
し
て
．
．
．
な
こ
と
が
し
ゃ
べ
れ
て
飲
め
る
。
神
戸

榊
昆
ち
ゃ
ん
は
、
か
け
出
し
の
頃
か
へ
来
た
ら
僕
は
、
こ
こ
し
か
ぁ
ら
へ
ん

ら
花
形
で
、
丁
稚
ど
ん
で
人
気
が
上
昇
榊
今
度
芝
居
見
る
と
き
イ
ビ
キ
か
か

す
る
の
も
、
ど
ん
ど
ん
え
え
役
者
に
な
へ
ん
か
ら
。
（
笑
）
ま
た
一
緒
に
／
，

＊おかげさまで2 5 周年＊

hｉ

☆トムキャンティシリーズ②

< いま、出会しﾕ 〉

昔にもどって気楽に
気を使わんと飲める店

大村昆さん
( 俳優）

TbmChianti
トム･ キャンティ

（年中無休）
神戸市中央区下山手通２丁目１１‐５

神戸ワシントンホテル１Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 2 1 2 2

P M 5 :００～A M 2 : 0 0 (日曜日A M 1 2 : 0 0迄）
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１ラルシェイプシリーズ／I ﾗ ﾍ １

『 可

私たちの正しい下荷づくりの思想に、共感の拍
手をおくってくれる女性達がふえてきました。
F汁はn f j l I をつぶって選べ､ というヨーロッハの格【常のとおり、1 軒は災しさとI I 1 時にしっ
かりした機能１１§を身につけていなければなりません｡ 仏たちは､ ただ流行や兇た１１の淀しさ
だけを追いかけている珂鍍の下符づくりに提案を投げかけ､ 蕪持よく､ 災しく、体に正直な

fや
淀しく

ド符づくりをめざしてきました｡ そして鮒1 錐r l 身にもっと正しいド満を知り延しいＩ蒲
を遊び､ 1 1 ; しいド符の汁け方を理解していただけるよう､ 肋間拭符という方法を地道につづ
けてまいりました運その結果､ いまではやl I i l で2 9 0 〃人以上の万々 に愛されるまでになりま
した. これからもシャルレは､ 恥u 1 を追求し､ 女性のほんとうの淀しさに戊献したいと思い
ます

シャルレの基本は、試着していただくことです。試着のご希望、下着に関するご相談は、お気軽にお電話で。

，《可－．

浬

－＝ー

･お客様相談室専用電話（ご利用時間10:0 0 ~ 1 2 : 3 0 , 1 3 : 3 0 ~ 1 6 : C O）神戸078 - 3 0 2 - 7 1 8 1東京03- 4 5 7 - 0 9 3 8

４
ユ

写真は､ ナチ 1 1 ブラジャー(ワイヤー) F E 1 0 2 ガードル(セミロング）

〒6 5 O 神戸市中央区港島中町7 - 7 - 1 ＴＥＬ､ 3 0 2 - 7 1 7 1 ㈹
、

株式会社シャルレ

ノ

＝ぬ
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ＫＯＢＥＰＯＲＴＯＰＩＡＨＯＴＥＬ【3 0 2 ）１１１１

＊商社T r a d i n g H o u s e
⑪ビールアサヒビール駒' ６K . 常。' ｖ
⑪電化製品ﾅ ｼ ｮ ﾅ ﾙ ショウルーム融晶偽ｊｆｗ
@ 銀行布E 畷Ⅱ瀞K 品熟舟D 繍鯉E 催
､普誹澗紅菱Ｕｃｃ上島馴排本社："Ｗ‘麺!？
⑬あかふじ米株式会社神明陽 , ) ザ，通３ F
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計

可／
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閃

ノ

器
も
朝
か
ら

冷
蔵
庫
。

Ｈ○ＮＴ; ﾍ Ｋ八m 八国○> 郷
◆お菓子グルメのお菓子です◆

バ
ス
パ
ー
ラ
は
冷
や
し
て
お
い
し
い
夏
の
お
菓
子
。
ゼ
リ
ー
編
油
多
蒋
噌
．
←
』
Ｉ
）
、

ム
！
ス
（
詞
椛
吟
‐
モ
ン
ド
）
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
鯨
訟
訳
始
》
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
リ

ケ
ー
ト
な
味
と
香
り
が
、
冷
た
さ
の
中
で
生
き
る
製
法
で
つ
く
り
ま
し
た
。

器
も
冷
や
し
て
、
こ
の
冷
た
い
お
い
し
さ
を
、
だ
い
じ
に
め
し
あ
が
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。
◎
本
高
砂
屋
の
お
菓
子
は
、
全
国
有
名
百
貨
店
で
ど
う
ぞ
。

司
一●ぜ

閃

４

「木｣の字を大切にしていますも

木蔦/ E ﾉ 壷

副ロ型I難:‐
毒準

よ_ 』

、

Ｆ

&２秒。 Ｉｒ
鼻
禰糸
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可ジーや

句

■

入

/ こころひとつモロゾフの宇宙
どれにしましょう力も好きなものを､ いろいろ、取り分けていただく。気取りのなさが
とても心地よい｡ 空気が愉しくなってくる。いい時間カミゆっくりとまわってゆきまれ

知←－．

ムース､ ケーキ､ ゼリー､ ３つの賛沢な味わいを､ 少し大きめのサイズ､ 形に仕立てた､ 個性ゆたかな
詰合せ｡ 切り分けて､ 取り分けて、お愉しみください。長期保存がきくのでミ贈りものにも最適て説
⑪ｽパｲｽｿｰｽ付ﾑｰｽ｢ﾗﾑｰｽ｣(2種類）②半生ｹｰｷ｢ルガトー｣(3種類）③ﾌﾙｰﾂｿｰｽ付果肉入りゼリー｢ﾌﾙｰﾂオブﾌﾙｰﾂ｣(5種類〉
●1 0 0 0 0 円●5 0 0 0 円●3 0 0 0 円( 写真の詰合せ）

、jﾓﾛゾﾌさんちかｼｮｯブ〒65O神戸市中央区二宮町1-1ｽｲｰﾂﾒｲﾄPhone391-2146

ロマンのあるスイー卜、

E 目画1 Ｊ国』

一睡
皇

過雨3 0 0 0円宮
（ルガトー1 缶、ラムース1 缶、フルーツオブフルーツ2 個詰）

‘愉しい関係／
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ノ

Y~…

Ａ

、／

美しい残像の』 うです。
Ｌ』

ＭＩＫＩＭＯＴＯ
、

動

墾i h
Gj M W N l H m S m

神戸＝神戸国際会館Te1.078.221.0062／大阪＝梅出･所阪急ピルI階Te1.0“41-0247
京都＝河原町･BA Lビﾙ4階Te L O 7 ﾗ . 2 4 1 - 2 9 7 0 . 1 9 8 8 . 6

１
１

遠い記憶のなかに隠されていたような。
いつか出会った､ 感動が繰り返されているような。
既視感にも似た不思議な思いを呼ぶ美しさがありますｂ
折々の気持をとらえる､ 強い印象力。
アートと、膳きこまれた技術が結ばれる､ 幸福な瞬間だけが
高品位な美しさをもたらすことを、私たちは知っています。
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■

発
行
．
（
有
）
月
刊
神
戸
っ
子
神

神
戸
っ
子
第
３
２
も
号

、
刑
‐

１

、〆

お
い
し
さ
が
、
す
な
お
で
翫

私
た
ち
の
生
活
ブ
レ
ン
瞳

そ
の
一
杯
に
は
、
、
す
な
お
な
存
在
感
が
あ
り
ま
す
ゆ
た
か
な
香
り
。
ほ
ど
よ
い
酸
雲
味
と
苦
味

や
わ
ら
か
な
あ
と
味
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
い
し
さ
は
、
い
つ
で
も
、
何
杯
目
で
曾
秤
変
》
わ
｛
り
ま

せ
ん
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
や
さ
し
く
溶
け
こ
ん
で
い
く
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
蓬
ド
壁
い

わ
ば
、
私
た
ち
の
生
活
ブ
レ
ン
ド
で
す
Ｕ
Ｃ
Ｃ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

神
戸
市
中
央
区
東
町
１
１
３
の
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
郵
便
番
号
〒
６
５
０
電
話
（
０
ワ
８
）
３
３
１
．
２
２
４
６
頒
価
３
８
０
円
（
鴬
凋
乃
円
）

号
昭
和
弱
年
６
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
回
１
日
発
行
）
昭
和
加
年
１
月
如
日
第
一
一
一
種
郵
便
物
認
可
ナ
ニ
ワ
印
刷
（
株
）
印
刷
絹
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

ＯＲＩＧＩＮＡＬ
ＢＬＥＮＤ
ＣＯＦＦＥＥ

ノ

、｡

錐
し
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